
就
任
に
あ
た
っ
て
理
事
長

佐
栁
正
三

主な内容 ２面／法人理事改選 新理事長に佐栁氏　３面／卒業式　４面／新年度予算成立
５面／シブヤインテリジェンスライブ　６・７面／針本新学長インタビュー　８面／新任専任教職員紹介
９面／ドリル競技部 全国大会優勝　10・11面／インフォダイジェスト　12面／入学式
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全
国
で
起
き
て
い
る
。
地
方
で
は
平
成
に
入
っ
て

一
度
も
投
票
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
県
議
選
や
首
長

選
挙
も
あ
る
と
か
。
少
子
高
齢
化
の
中
、
地
域
行

政
の
担
い
手
不
足
が
こ
こ
で
も
深
刻
化
し
て
い

る
。
有
権
者
か
ら
す
れ
ば
、
投
票
機
会
が
失
わ
れ

る
こ
と
で
、
地
域
行
政
へ
の
関
心
、
意
識
が
失
わ

れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
▼
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
若
者
た
ち
の
意
見
が
く
み

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
立
候
補

者
が
い
な
け
れ
ば
元
も
子
も
な
い
▼
国
民
が
注
目

す
る
な
か
発
表
さ
れ
た
新
元
号
「
令
和
」。
発
表

を
聞
い
た
街
の
声
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
に
は
「
平

和
で
令よ

い
時
代
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
の
期
待

が
聞
か
れ
た
。
よ
い
時
代
を
つ
く
る
の
は
、
為
政

者
の
力
で
は
な
い
。
国
民
一
人
一
人
の
行
い
で
あ

り
、
そ
の
積
み
重
ね
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
問
い

た
い
平
成
の
終
わ
り
で
あ
る
。

　

平
成
最
後
の
１
カ
月
は
、
統
一
地
方
選
が
行
わ

れ
列
島
が
選
挙
モ
ー
ド
に
な
っ
た
。
新
時
代
を
担

う
首
長
や
議
員
を
選
ぶ
大
事
な
審
判
の
は
ず
だ

が
、
７
日
に
投
開
票
さ
れ
た
41
道
府
県
議
選
で
は

平
均
投
票
率
が
44
・
08
％
で
、
戦
後
最
低
を
記
録

▼
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
無
投
票
当
選
の
多
さ

だ
。
今
回
行
わ
れ
た
道
府
県
議
選
の
全
て
で
無
投

票
の
選
挙
区
が
あ
り
、
無
投
票
当
選
者
は
、
全
国

で
６
０
０
人
を
超
え
た
。
定
員
に
占
め
る
割
合
は

27
％
に
上
り
、
総
務
省
に
記
録
が
残
る
昭
和
26
年

以
降
、
最
高
だ
と
い
う
▼
神
奈
川
県
議
選
で
は
、

48
あ
る
選
挙
区
の
う
ち
、
過
去
最
多
の
13
選
挙
区

で
無
投
票
と
な
っ
た
。
１
４
０
万
人
の
有
権
者
が

投
票
機
会
を
失
う
事
態
だ
▼
こ
う
し
た
状
況
は
、

新
曆
の
五
月
を　

ひ
か
へ
俄
か
に
煖
し
。

　

遲
き
櫻
も　

お
ほ
よ
そ
散
り
た
り

（「
遠
や
ま
ひ
こ
」）

釈　

迢
空

「
凪
ぐ
湖
」

　

「
平
成
」
が
間
も
な
く
終
わ
り
を
告
げ
る
。
４
月
１
日
に
は
、
新
元
号
「
令
和
」
が
発

表
さ
れ
、
新
時
代
の
幕
開
け
を
感
じ
る
中
、
国
学
院
大
学
で
は
学
部
、
大
学
院
、
専
攻

科
、
別
科
を
合
わ
せ
て
２
３
０
０
人
余
り
の
新
入
生
が
学
究
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
満
開

の
桜
の
下
、
志
を
新
た
に
、
入
学
式
に
臨
ん
だ
新
入
生
は
、「
専
門
的
な
知
識
を
磨
き
た

い
」「
国
学
院
大
学
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
４
年
間
と
し
た
い
」「
友
人
を
た
く
さ

ん
つ
く
り
た
い
」
な
ど
と
学
生
生
活
へ
の
期
待
を
口
に
し
た
。

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
22
年
以
来
経
営
の
ト
ッ
プ
と

し
て
手
腕
を
振
る
っ
た
坂
口
𠮷
一
前
理
事
長
が
退
任
。
４
月
３
日
に
行
わ
れ
た
理
事
改
選

で
、
16
人
の
理
事
が
選
出
さ
れ
、
続
く
第
１
回
理
事
会
（
同
８
日
）
で
理
事
の
互
選
に
よ

り
、
佐
栁
正
三
常
務
理
事
が
新
理
事
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
国
学
院
大
学
で
は
、
赤
井
益
久
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
同
１
日
、
針
本
正

行
文
学
部
教
授
が
新
学
長
に
就
任
し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

【
６
・
７
面
に
針
本
新
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
12
面
に
入
学
式
関
連
記
事
】

花
咲
く
新
時
代
へ

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
度
、
坂
口
𠮷
一
前
理
事

長
の
退
任
に
伴
い
、
理
事
会
に

て
理
事
長
の
職
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
学
校
法
人
国
学
院
大
学

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
努

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

今
上
陛
下
の
ご
譲
位
に
よ

り
、
30
年
続
い
た
平
成
の
時
代

が
幕
を
閉
じ
、
５
月
か
ら
皇
太

子
殿
下
の
ご
即
位
に
よ
り
「
令

和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
、
人
工
知
能
を
は
じ

め
と
す
る
科
学
技
術
の
進
歩
な

ど
急
速
に
社
会
構
造
が
変
化
す

る
新
時
代
に
、
学
校
法
人
お
よ

び
教
育
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
、
教
育
内
容
や
方
法
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
、
高
度

か
つ
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
法
人
で
は
平
成
29
年
に
、

５
カ
年
の
中
期
計
画
で
あ
る

「
21
世
紀
研
究
教
育
計
画
（
第

４
次
）
」
を
策
定
し
、
中
期
的

な
視
座
に
立
ち
、「
国
学
院
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
と

強
化
」
を
目
標

に
掲
げ
、
法
人
が

一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
傘
下
の

各
教
育
機
関
は
、

法
人
の
目
標
を
達

成
す
べ
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
将
来
像
と

教
育
目
標
を
定

め
、
計
画
に
基
づ

く
２
０
０
を
超
え
る
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
計
画
の
実
現

と
目
標
の
達
成
に
向
け
、
法
人

全
体
及
び
各
設
置
校
間
の
連
携

を
図
り
、
安
定
し
た
財
政
基
盤

の
確
立
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に

注
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
法
人
経
営
の
根
幹
は

人
材
育
成
に
あ
り
ま
す
。
多
様

な
働
き
方
に
対
応
し
、
教
職
員

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
醸

成
に
も
理
事
長
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
法
人
は
建
学
以
来
、
神
道

精
神
に
基
づ
い
た
教
育
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
て
お
り
ま
す
。
先
人
よ
り
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
本
法

人
の
理
念
を
次
世
代
へ
と
継
承

し
、
新
時
代
の
中
核
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
教
育
機
関
と
し

て
社
会
の
付
託
に
応
え
る
べ

く
、
一
貫
教
育
の
実
現
に
向
け

役
教
職
員
一
体
と
な
っ
て
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。
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新
た
な
学
修
の
拠
点
に

総
合
学
修
館（
６
号
館
）竣
工

第18期評議員が決定
　学校法人国学院大学の第18期評議員が３
月22日に開催された理事会で次の通り選出
された（※は新任）。任期は令和５年３月末
まで。
第21条第１項１号
針本正行▷植村勝慶▷根岸茂夫▷石川則夫▷
一木孝之※▷橋元秀一▷西岡和彦※▷成田信
子▷武田秀章▷武智浩二▷平野泰樹▷津田栄
▷國清英明
第21条第１項２号
小川直之▷佐藤長門※▷野呂健▷中泉真樹▷
坂本一登※▷石井研士▷藤田大誠※
第21条第１項３号
大野靖仁▷城所俊哉▷中村大介※▷橋本憲市
郎
第21条第１項４号
山寺三知※▷中村彰伸▷宇梶良昭▷髙橋秀明
※▷笛田信一※
第21条第１項５号
秋元善行▷今井亮▷大村秀司▷ 三夫※▷河
村基夫▷黒田眞子▷杉田秀清▷鈴木宏明▷関
根俊※▷田畑善朗※▷千野隆司▷中山高嶺※
▷廣井武司▷村山和臣▷湯澤斉▷吉井良昭▷
𠮷田茂穗▷吉田源彦
第21条第１項６号
今井寛人▷大鳥居信史▷花山院弘匡▷鎌田薫
※▷木村知躬▷木村好成▷琴陵容世▷佐藤美
穗▷佐栁正三▷末岡熙章▷千家尊祐▷髙城治
延▷田中安比呂▷長曽我部延昭▷中島精太郎
▷中村陽▷西高辻信良▷松山文彦

平成31年度入学者数
◎大学院◆博士課程前期◇文学研究科63人
▷神道学・宗教学専攻７人▷文学専攻30人
▷史学専攻26人◇法学研究科▷法律学専攻
１人◇経済学研究科▷経済学専攻11人◆博
士課程後期◇文学研究科24人▷神道学・宗
教学専攻５人▷文学専攻９人▷史学専攻10
人◇法学研究科▷法律学専攻２人◇経済学研
究科▷経済学専攻１人 （大学院合計102人）
◎学部◆文学部714人▷哲学科66人▷史学科
200人▷日本文学科261人▷中国文学科64人
▷外国語文化学科123人◆経済学部492人▷
経済学科175人▷経済ネットワーキング学科
154人▷経営学科163人◆法学部▷法律学科
490人▶法律専攻396人▶法律専門職専攻47
人▶政治専攻47人◆神道文化学部▷神道文
化学科190人◆人間開発学部346人▷初等教
育学科105人▷健康体育学科138人▷子ども
支援学科103人 （学部合計2232人）
◎専攻科▷神道学専科攻神道学専攻19人
 （専攻科合計19人）
◎別科▷神道専修Ⅰ類０人▷神道専修Ⅱ類４
人 （別科合計４人）
 [総計2357人]

法
人
理
事
改
選

新
理
事
長
に
佐
栁
氏

　

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
改
選
が
４
月
３

日
、
学
校
法
人
国
学
院
大
学
第
１
回
評
議

員
会
で
行
わ
れ
た
。
選
出
さ
れ
た
理
事
・

監
事
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
・
五
十
音

順
、
※
は
新
任
）。

　

◇
理
事
▽
石
川
則
夫
※
▽
今
井
寛
人
▽

植
村
勝
慶
※
▽
大
村
秀
司
▽
尾
近
裕
幸
▽

鎌
田
薫
※
▽
木
村
知
躬
▽
木
村
好
成
▽
佐

栁
正
三
▽
千
家
尊
祐
▽
津
田
栄
▽
中
島
精

太
郎
▽
中
村
陽
▽
橋
本
憲
市
郎
※
▽
針
本

正
行
▽
𠮷
田
茂
穗

　

◇
監
事
▽
稲
葉
久
雄
▽
小
林
英
夫
▽
玉

井
浩
二

　

第
１
回
理
事
会
は
４
月
８
日
に
開
催
さ

れ
、理
事
長
の
互
選
な
ど
が
行
わ
れ
た
。そ

の
結
果
、理
事
長
に
は
佐
栁
正
三
氏
が
新

た
に
選
ば
れ
、常
務
理
事
・
理
事
長
職
務
代

理
・
代
行
者
に
、大
村
秀
司
氏
が
選
ば
れ

た
。理
事
の
任
期
は
平
成
31
年
４
月
８
日

か
ら
４
年
間
。ま
た
、坂
口
𠮷
一
前
理
事
長

は
常
任
顧
問
に
就
任
し
た
。こ
の
他
に
委

嘱
さ
れ
た
顧
問
、参
与
は
次
の
通
り（
敬
称

略
・
五
十
音
順
、※
は
新
任
）。委
嘱
期
間
は

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
。

　

◇
顧
問
▽
赤
井
益
久
※
▽
川
福
基
之
▽

久
邇
邦
昭
▽
小
松
揮
世
久
▽
澄
川
喜
一
▽

鷹
司
尚
武
▽
田
中
恆
清
▽
田
村
弘
※
▽
寺

井
種
伯
▽
外
山
勝
志
▽
鳥
居
泰
彦
※
▽
中

村
光
男
▽
武
藤
浩
※

　

◇
参
与
▽
荒
嶋
保
▽
岩
下
忠
佳
▽
岡
野

弘
彦
▽
岡
部
定
征
▽
加
藤
隆
久
▽
黒
神
公

直
▽
桑
原
恒
明
▽
新
富
康
央
※
▽
千
葉
博

男
※
▽
塙
東
男
※
▽
宮
崎
義
敬

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再

開
発
事
業
の
一
環
と
し

て
、
旧
専
門
学
校
跡
地

に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

き
た
総
合
学
修
館
（
６

号
館
）
が
完
成
し
た
。

同
館
は
地
上
３
階
地
下

２
階
建
て
。
９
つ
の
教

室
と
事
務
室
（
国
際
交

流
課
）
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
１
、
２
階
に
は
隣

接
す
る
氷
川
神
社
の
鎮

守
の
杜
を
望
む
自
習
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
留

学
生
ら
に
配
慮
し
た
祈
祷
室
が
学

内
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
。

　

竣
工
祭
は
３
月
28
日
、
同
館
内

の
教
室
を
斎
場
に
行
わ
れ
た
。
斎

主
の
田
村
康
雄
・
渋
谷
氷
川
神
社

宮
司
が
拝
礼
を
し
た
の
ち
、
坂
口

𠮷
一
理
事
長
（
当
時
）、
赤
井
益

久
学
長
（
同
）、
設
計
を
担
当
し

た
日
建
設
計
の
川
島
克
也
代
表
取

締
役
副
社
長
、
建
築
施
工
を
担
当

し
た
松
井
建
設
の
松
井
隆
弘
代
表

取
締
役
社
長
が
祭
壇
に
玉
串
を
捧

げ
拝
礼
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
直
会

で
坂
口
理
事
長
は
、「
１
２
０
周

年
記
念
１
号
館
か
ら
総
合
学
修
館

ま
で
７
棟
の
建
設
に
携
わ
っ
て
き

た
責
任
者
と
し
て
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
す
」
と
法
人
を
代
表
し
て
挨

拶
。
続
い
て
赤
井
学
長
は
「
立

地
、
建
物
、
雰
囲
気
、
校
風
が
学

生
た
ち
を
育
む
。
総
合
学
修
館
が

学
生
た
ち
に
よ
り
良
い
刺
激
を
与

え
、
新
た
な
校
風
を
つ
く
っ
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
乾
杯
を
前
に
挨
拶
し

た
。

　

同
館
竣
工
後
、
国
際
交
流
課
は

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
移
転
し

３
月
28
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
て

い
る
。

佐栁 正三
理事長

石川 則夫
理事

鎌田 薫
理事

植村 勝慶
理事

橋本 憲市郎
理事

大村 秀司
常務理事

（理事長職務代理・代行者）

卒業奉告祭・入学奉告祭を斎行

　卒業奉告祭が３月15日、入学奉告祭が４
月１日に渋谷キャンパス神殿で斎行された。
卒業奉告祭には、坂口𠮷一理事長（当時）、
赤井益久学長（同）、大学関係者らが参列。
修了を迎える別科生らが伶人として奉仕し、
厳かに雅楽を演奏した。
　また、入学奉告祭では、坂口理事長、針本
正行学長らとともに新入生代表も参列し、玉
串を神前に捧げ拝礼した。

理 事 長常 務 理 事

新 任 理 事
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大
学
院
学
位
記
授
与
式

大
学
院
博
士
後
期
修
了
は
11
人

訃報　荻久保名誉教授
　荻久保泰幸名誉教授が２月17日に逝去。
88歳。通夜は同24日、告別式は同25日に西
光寺（東京都調布市）で執り行われた。
　荻久保氏は昭和５年生まれ。28年国学院
大学文学部卒業、31年同大学院文学研究科
修了。同年国学院大学分校自習室助手、37
年同文学部専任講師、42年助教授、49年
教授。平成13年定年退職、名誉教授。在職
中、文学部長などを歴任した。
　専門は日本近代文学。『現代日本文学研
究』（明治書院）、『文学の内景 漱石とその前
後』（双文社出版）などの著書がある。

学長特別賞に増山さん（神文）、
陸上競技部・浦野雄平さん

　平成30年度の学長特別賞に、同年度卒業
の増山正芳さん（神文）と、陸上競技部の浦
野雄平さん（経営３＝当時）の２人が選ば
れ、３月17日、グランドプリンスホテル新
高輪で表彰式が行われた。同賞は、同年度学
生部長賞受賞者の中から、特に優れた功績を
残した者に贈られる。
　増山さんは、３年連続で成績最優秀者とし
て表彰されたほか、東日本大震災の復興ボラ
ンティアや観月祭、ワークショップなどの課
外活動でも活躍した功績が評価された。増山
さんは「感謝の気持ちでいっぱい。卒業後は
法科大学院に進学するので、また違った分野
で社会貢献をしたい」と目標を新たにした。
　浦野さんは、30年４月にスイスで開催され
た「世界大学クロスカントリー2019」に日本
代表として出場し、６位入賞。また今年１月の
「第95回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根
駅伝）」では、山登りの５区で区間新記録での
区間賞を獲得し、本学の往路３位、総合７位に
貢献した。浦野さんは「今回の受賞は、いつも
心配してくれている親に一番に報告したい。
31年度は学生最後の年、もっと記録を残した
い」と力強く抱負を述べた。

　

平
成
30
年
度
第
１
２
７
回
卒
業
式
が
３
月

17
日
、
東
京
都
港
区
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
新
高
輪
で
坂
口
𠮷
一
理
事
長
（
当

時
）、
赤
井
益
久
学
長
（
同
）
ら
役
教
職
員

と
卒
業
生
、
家
族
が
出
席
し
て
挙
行
さ
れ

た
。
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
の
卒
業
生
２
５

２
４
人
は
、
赤
井
学
長
ら
か
ら
多
く
の
祝
福

と
激
励
を
受
け
、
希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。

　

午
前
は
法
学
部
、
経
済
学
部
、
人
間
開
発

学
部
、
午
後
は
文
学
部
、
神
道
文
化
学
部
と

神
道
学
専
攻
科
、
別
科
神
道
専
修
の
式
典
が

行
わ
れ
た
。
国
歌
斉
唱
に
続
き
、
赤
井
学
長

が
各
学
部
、
専
攻
科
別
科
修
了
の
総
代
に
卒

業
証
書
・
学
位
記
を
授
与
し
た
。

　

赤
井
学
長
は
式
辞
で
「
人
生
の
道
の
り
は

長
く
、『
学
ぶ
』
こ
と
に
終
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
た
上
で
、「
学

ん
だ
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、
社
会
で

そ
れ
を
生
か
す
努
力
を
し
て
く
だ
さ

い
。
日
々
、
大
き
く
変
容
す
る
社
会

で
諸
君
が
拠
る
べ
き
も
の
は
、
大
学

で
積
ん
だ
知
識
や
経
験
で
す
。
悩
ん

だ
ら
書
物
を
読
み
、
人
と
対
話
し
、

考
え
を
め
ぐ
ら
し
、
心
の
中
に
太
い

柱
を
建
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
」
と
、
卒
業
生
の
さ
ら
な

る
活
躍
を
願
っ
た
。

　

続
い
て
、
国
学
院
大
学
院
友
会
の

𠮷
田
茂
穗
会
長
が
来
賓
を
代
表
し
て

祝
辞
を
送
り
、
５
学
部
長
が
「
卒
業

生
に
贈
る
言
葉
」
で
激
励
。
卒
業
生

を
代
表
し
、
午
前
と
午
後
の
式
で
そ

れ
ぞ
れ
１
人
が
答
辞
を
述
べ
た
。

　

式
典
で
は
、
若
木
育
成
会
に
よ
る

成
績
優
秀
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
加

藤
圭
子
会
長
か
ら
18
人
の
対
象
者
に

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

平
成
30
年
度
の
大
学
院
学
位
記

授
与
式
が
３
月
15
日
、渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
、坂
口

𠮷
一
理
事
長（
当
時
）、
赤
井
益
久

学
長
（
同
）、
金
子
修
一
大
学
院

委
員
長
（
同
）
を
は
じ
め
、
役
教

職
員
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
大
学
院
博
士
課
程

後
期
修
了
生
11
人
の
氏
名
と
論
文

が
紹
介
さ
れ
、
赤
井
学
長
が
博
士

学
位
記
を
授
与
。
続
い
て
、
博
士

課
程
後
期
所
定
単
位
修
得
退
学
者

15
人
の
氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

博
士
課
程
前
期
修
了
生
80
人
に
対

す
る
修
士
学
位
記
の
授
与
が
行
わ

れ
た
。

　

赤
井
学
長
は
式
辞
で
「
諸
君
が

大
学
院
に
入
学
し
た
際
に
申
し
上

げ
ま
し
た
こ
と
を
今
一
度
、
初
心

に
立
ち
返
っ
て
思
い
起
こ
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
学
問
は
何
の
た
め
に
あ
る
の

か
。
ま
た
、
そ
れ
に
ど
う
立
ち
向

か
う
の
か
、
と
い
う
問
い
か
け
で

す
」
と
語
り
か
け
、「
謙
虚
な
心

で
未
知
の
も
の
に
興
味
を
抱
き
、

真
実
の
発
見
に
は
喜
び
、
絶
え
ず

人
類
の
未
来
を
見
据
え
る
こ
と
を

心
が
け
て
ほ
し
い
で
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
大
学
院
博

士
課
程
後
期
修
了
生
を
代

表
し
た
大
貫
大
樹
さ
ん
（
博

前
文
）
は
「
今
日
と
い
う
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
師
恩
友
益
の
賜
物
で

す
。
ご
厚
意
と
慈
愛
に
満
ち

た
ご
指
導
を
た
ま
わ
り
、
多

大
な
学
思
を
い
た
だ
き
ま
し

た
先
生
方
、
親
切
な
ご
配
慮

を
く
だ
さ
っ
た
大
学
職
員
の

皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
」
と
答
辞
を
述

べ
た
。

　

卒
業
に
あ
た
り
、
入
学
時
に
立
て
た
目
標
に
ど

れ
だ
け
近
づ
き
、
実
践
で
き
た
か
振
り
返
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
国
学
院
大
学

を
、
自
分
が
専
門
と
し
た
学
問
を
自
分
の
言
葉
で

説
明
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
い
か
に
理
解
で
き
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

本
学
の
母
体
で
あ
る
皇
典
講
究
所
は
、明
治
維

新
後
、日
本
の
古
典
を
講
究
す
る
機
関
と
し
て
出

発
し
ま
し
た
。そ
し
て
本
学
は
そ
の
教
育
に
あ
た

り
、「
神
道
精
神
」に
基
づ
く
人
材
育
成
を
基
本
方

針
と
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
が
学
ん
だ
専
門
は
異

な
る
に
せ
よ
、本
学
の
基
盤
を
形
成
す
る
精
神
の

中
に
は
、こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
、ひ
い
て
は
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
る
世
界
に
お
い
て
、未
来
を

切
り
開
く
た
め
の

が
あ
る
よ
う
に
考
え
ま
す
。

　

本
学
の
中
期
計
画
「
21
世
紀
研
究
教
育
計
画

（
第
４
次
）
」
で
は
、
教
育
を
通
し
て
「
豊
か
な

知
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
て
い
ま
す
。

「
豊
か
な
知
」
と
は
、「
悩
む
力
」「
多
様
性
を
受

け
入
れ
生
き
抜
く
力
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
文
化
の
多
様
性
に
い
か
に
対
応
し
て

い
く
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
が
、
自
ら
を
理
解
し
、
自
ら
の
言
葉
で
自
ら
を

語
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
く
調

和
、
他
者
理
解
は
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
学
生
時
代
を
振
り
返
り
、
自
ら
が
学
ん
だ
大

学
や
専
門
を
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
は
、
そ
う
し
た

内
省
的
行
為
に
よ
り
、
深
い
レ
ベ
ル
で
の
相
互
理

解
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
過
去
に
学
び
、
将
来
を
考
え
な
が

ら
「
今
」
を
生
き
る
よ
り
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
卒

業
を
機
に
、
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
り
、
来
る

べ
き
新
た
な
る
未
来
の
扉
を
力
強
く
押
し
開
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

赤井学長の式辞要旨
「自らを理解し、多様な文化の相互理解を」

卒業生代表答辞要旨
石澤さん「新たなステージで挑戦」　野村さん「臆することなく踏み出す」

人
間
開
発
学
部
・

 

野
村
博
樹
さ
ん
（
健
体
）

「
専
門
性
を
高
め
、
教
師
に
な

り
た
い
と
い
う
思
い
に
、
熱
心

で
情
熱
に
あ
ふ
れ
た
先
生
方
が

応
え
て
く
だ
さ
り
、
満
足
い
く

ま
で
学
業
に
励
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、同
期
と
は
真
剣

に
向
き
合
い
、
励
ま
し
合
い
、

心
の
底
か
ら
笑
い
合
え
る
仲
間

に
な
り
、
か
け
が
え
の
な
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
４

年
間
で
得
た
財
産
を
手
に
、
臆

す
る
こ
と
な
く
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
、
精
進
し
て
い
く
こ

と
を
決
意
い
た
し
ま
す
」

文
学
部
・

 

石
澤
茉
衣
子
さ
ん
（
史
）

「
大
学
生
活
で
は
、
自
分
で
物

事
を
選
択
し
、
そ
の
決
断
に
責

任
を
持
つ
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
悩
ん
だ
と
き
、
先
生
や
先

輩
方
は
温
か
い
助
言
を
与
え
て

く
だ
さ
り
、
同
期
、
後
輩
の
存

在
は
自
分
を
鼓
舞
し
て
く
れ
ま

し
た
。
近
く
で
と
も
に
頑
張
り

合
う
仲
間
、
支
え
て
く
れ
た
家

族
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

の
大
学
生
活
で
す
。
伝
統
あ
る

国
学
院
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
、

学
業
や
課
外
活
動
に
粘
り
強
く

臨
ん
だ
経
験
を
忘
れ
ず
に
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
で
も
挑
戦
し
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」

３氏に学位記を授与

　本学は河村忠伸氏（秋葉山本宮秋葉神社秋
葉神社史研究主任）に博士（神道学）、秋山
英治氏（愛媛大学准教授）に博士（文学）、
宮武正登氏（佐賀大学教授）に博士（歴史
学）の学位を授与することを決定した。３月
13日、渋谷キャンパスで赤井益久学長（当
時）から３氏に学位記が贈られた。
　河村氏の学位審査論文は『近代神社法制度
の基礎的研究』。主査は阪本是丸神道文化学
部教授、副査は武田秀章神道文化学部教授、
齊藤智朗神道文化学部教授、藤本頼生神道文
化学部准教授。
　秋山氏の学位審査論文は『愛媛県東中予方
言のアクセントと共通語のアクセント―日
本語史再建のために―』。主査は久野マリ子
文学部教授（当時）。副査は小田勝文学部教
授、上野善道東京大学名誉教授・本学大学院
兼任講師、木部暢子国立国語研究所教授。
　宮武氏の学位審査論文は『肥前名護屋城の
総合的研究』。主査は吉田敏弘文学部教授。
副査は矢部健太郎文学部教授、千々和到大学
院客員教授、千田嘉博奈良大学教授。

河村忠伸氏 秋山英治氏 宮武正登氏

学
部
・
専
攻
科
・
別
科
卒
業
式

学
舎
巣
立
ち 

新
た
な
一
歩
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平
成
31
（
令
和
元
）
年
度
国
学

院
大
学
予
算
は
、
３
月
22
日
開
催

の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
、

成
立
し
た
。

◇
資
金
収
支
予
算

　

資
金
収
支
予
算
は
会
計
年
度
中

の
す
べ
て
の
収
入
予
算
お
よ
び
支

出
予
算
の
内
容
と
支
払
資
金
の
顛

末
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

◇
事
業
活
動
収
支
予
算

　

事
業
活
動
収
支
予
算
は
、
①
教

育
活
動 

②
教
育
活
動
以
外
の
経

常
的
な
活
動 

③ 

①
②
以
外
の
活

動
に
対
応
す
る
事
業
活
動
収
支
及

び
事
業
活
動
支
出
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
会
計

年
度
に
お
い
て
基
本
金
に
組
み
入

れ
る
額
を
控
除
し
た
、
当
該
会
計

年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
全
て

の
事
業
活
動
及
び
事
業
活
動
支
出

の
均
衡
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、「
３
つ
の
活
動
に
対
応
す
る

事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動
支

出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
（
区

分
経
理
）
」、「
均
衡
の
状
態
を
明

ら
か
に
す
る
（
収
支
の
均
衡
）
」

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

 

（
財
務
部 

経
理
課
）

収入の部
科　目 予算 前年度予算 増減

学生生徒等納付金収入  13,141  13,601  △460
手数料収入  683  643  40
寄付金収入  419  465  △46
補助金収入  2,242  2,074  168
資産売却収入  0  0  0
付随事業・収益事業収入  150  174  △24
受取利息・配当金収入  122  143  △21
雑収入  399  639  △240
借入金等収入  596  1,606  △1,010
前受金収入  2,388  2,409  △21
その他の収入  4,705  4,278  427
資金収入調整勘定  △2,556  △2,804  248
当年度収入合計  22,289  23,228  △939
前年度繰越支払資金  7,598  10,741  △3,143
収入の部合計  29,887  33,969  △4,082

支出の部
科目 予算 前年度予算 増減

人件費支出  9,358  9,927  △569
教育研究経費支出  4,042  3,781  261
管理経費支出  1,264  1,262  2
借入金等利息支出  15  13  2
借入金等返済支出  820  730  90
施設関係支出  4,103  3,152  951
設備関係支出  382  683  △301
資産運用支出  2,428  6,098  △3,670
その他の支出  261  463  △202
予備費  499  499  0
資金支出調整勘定  △150  △237  87
当年度支出合計  23,023  26,371  △3,348
翌年度繰越支払資金  6,864  7,598  △734

支出の部合計  29,887  33,969  △4,082

資金収支予算書
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：百万円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　目 予　算 前年度予算 増　減

特
別
収
支

事業活動
収入の部

科　目 予算 前年度予算 増減
学生生徒等納付金  13,141  13,601  △460 資産売却差額  0  0  0
手数料  683  643  40 その他の特別収入  312  338  △26
寄付金  142  163  △21 特別収入計  312  338  △26
経常費等補助金  2,222  2,054  168 事業活動

支出の部
資産処分差額  22  124  △102

付随事業収入  150  174  △24 特別支出計  22  124  △102
雑収入  399  639  △240 特別収支差額  289  214  75
教育活動収入計  16,737  17,274  △537  ［予備費］  499  499  0

事業活動
支出の部

人件費  9,293  9,771  △478 基本金組入前当年度収支差額  279  573  △294
教育研究経費  5,660  5,379  281 基本金組入額合計  △5,411  △4,646  △765
管理経費  1,402  1,397  5 当年度収支差額  △5,132  △4,073  △1,059
教育活動支出計  16,355  16,547  △192 前年度繰越収支差額  △5,560  △1,488

教育活動収支差額  383  727  △344 基本金取崩額  0  0

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金  122  143  △21 翌年度繰越収支差額  △10,692  △5,561
その他の
教育活動外収入  0  0  0  （参考）
教育活動外収入計  122  143  △21 事業活動収入計  17,171  17,755  △584

事業活動
支出の部

借入金等利息  15  13  2 事業活動支出計  16,892  17,183  △291
教育活動外支出計  15  13  2

教育活動外収支差額  106  130  △24
経常収支差額  489  858  △369

事業活動収支予算書　平成31年４月１日から令和２年３月31日まで （単位：百万円）

新
年
度
予
算
成
立

国学院大学博物館の来館者
初の７万人台に
　平成30年度の国学院大学博物館来館者が
７万9326人となり、初めて７万人の大台を
記録した。これまでの最多記録は28年度の
６万3679人だったが、昨年度は特別展「神
に捧げた刀－神と刀の二千年－」など目玉と
なる大型の特別展を３回開催したほか、外部
の展示施設と連携した新たな試みにチャレン
ジしたことなどが大幅な来館者増につながっ
たとみられる。
　前身である「考古学標本室」開設から90
周年を迎えた本学博物館。昨年度開催した特
別展、企画展の来館者数トップは特別展「神
に捧げた刀」の２万2528人（開館日数52日）
で、１回の展示で初めて来館２万人を超え
た。同展以外にもほとんどの展示で来館１万
人を超え、上位は企画展「開館90周年記念
　日本文化の淵源を求めて－考古学陳列室
から国学院大学博物館まで－」１万2154人
（同48日）、特別展「キリシタン－日本とキ
リスト教の469年－」１万2020人（同44日）
の順だった。

グローバル・チャレンジ・プログラム
初の修了者に証書授与
　本学では、日本文化を世界に発信できる知
識と技能を身につける「グローバル・チャレ
ンジ・プログラム」を設けている。平成30
年度の卒業生で同プログラム初の修了者が誕
生し３月19日、渋谷キャンパスで修了証の
授与式が行われた。
　田原裕子・国際交流推進部長（当時）は
「このプログラムは国学院大学らしいグロー
バル人材のお手本になってもらうために、日
本文化を外国語で伝えることができる人材の
育成を目指すべく設けられた。ますます日本
と世界をつなぐ存在になるよう活躍を祈っ
ている」と挨拶した。続いて赤井益久学長
（同）から、第１号の修了者となった小出美
紀さん（法４・同）に修了証が手渡された。
　同プログラムは、日本文化に関する基礎科
目で単位を修得のうえ、正課・正課外の活動
での語学力、海外留学、海外渡航経験、国内
での国際交流活動で指定されたグローバル・
チャレンジ・ポイントを取得し、卒業時まで
に所定の条件を達成することを目指すもの。

英語教育センターを設置
　本学は４月１日付で教育開発推進機構に新
たに英語教育センターを設置した。同センタ
ーは平成26年に設置されたランゲージ・ラ
ーニング・センターを廃止して設置されるも
ので、共通教育プログラムにおける英語教育
の方針の策定とその充実、運営を目的に掲げ
ている。センター長には久保田正人教授（特
別専任）が就任した。

31年度入試　志願者数
過去最高の2万9000人突破
　平成31年度の一般入試志願者は昨年度比
4714人増の２万9471人で、過去最多となっ
た。近年、18歳人口の減少や文部科学省に
よる入学定員管理の厳格化など大学入試を取
り巻く環境が大きく変化する中、入試制度改
革や積極的な募集広報の展開が奏功し、大幅
な志願者増につなげた。

東
京
農
業
大
学
と
連
携・協
力

基
本
協
定
を
締
結

　

国
学
院
大
学
と
東
京
農
業
大
学
は
、
相

互
に
連
携
・
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
に
合

意
し
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。
今
回
締
結

さ
れ
た
協
定
は
、
両
大
学
の
持
続
的
な
発

展
と
多
様
な
価
値
観
に
基
づ
く
新
た
な
価

値
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。
調
印
式
は
2
月
21
日
、
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
赤
井
益
久
学
長

（
当
時
）
と
東
京
農
業
大
学

の
高
野
克
己
学
長
ら
が
出
席

し
た
。

　

協
定
書
に
署
名
を
し
た
の

ち
挨
拶
に
立
っ
た
高
野
学

長
は
、
昭
和
20
年
の
戦
火
で

消
失
す
る
ま
で
同
大
の
常
盤

松
校
舎
が
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
隣
地
に
あ
っ
た
こ
と

に
触
れ
、「
国
学
院
大
学
と

は
、
隣
近
所
で
親
し
く
お
付

き
合
い
を
し
て
い
た
。
お
互

い
に
な
い
と
こ
ろ
を
補
い

合
う
協
定
に
な
れ
ば
」
と
述

べ
、
赤
井
学
長
は
「
私
た
ち

の
大
学
は
、
専
攻
す
る
分
野

が
理
と
文
で
異
な
る
。
相
乗

作
用
で
互
恵
的
な
関
係
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と
応
じ

た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ

り
、
今
後
両
大
学
は
連
携
、

協
力
の
推
進
に
向
け
て
具
体

的
な
取
り
組
み
の
検
討
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。



5 平成31年４月 20日㈯　No. 678大学総合

学
生
部
長
賞
に
３
団
体
・
14
人 

シ
ブ
ヤ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ブ

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
あ
え
て「
ア
ナ
ロ
グ
」

　

「
ア
ナ
ロ
グ
の
逆
襲
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
本
学
発

の
プ
レ
ゼ
ン
・
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
シ
ブ
ヤ
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ブ
（
Ｓ
Ｉ
Ｌ
）
２
０
１
９
」
が
３
月
13

日
か
ら
３
日
間
、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

「
ア
ナ
ロ
グ
の
未
来
」
と
題
し
た
パ
ー
ト
で
は
、
民

俗
学
を
専
門
と
す
る
新
谷
尚
紀
文
学
部
教
授
（
当
時
）

や
白
馬
観
光
開
発
代
表
取
締
役
社
長
の
和
田
寛
さ
ん
ら

が
「
観
光
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
ア
ナ
ロ
グ
」
に

つ
い
て
熱
い
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
た
。
こ
の
中
で
、
新

谷
教
授
は
「
新
し
い
と
思
わ
れ
る
『
デ
ジ
タ
ル
』
だ

が
、
実
は
人
間
が
『
死
』
を
発
見
し
た
段
階
か
ら
次
々

と
生
み
出
し
て
き
た
技
術
で
あ
り
知
識
で
あ
る
と
い
え

る
。
そ
れ
以
後
、『
ア
ナ
ロ
グ
』
と
常
に
磨
き
あ
う
こ

と
で
人
間
は
発
展
し
て
き
た
」
と
強
調
。
そ
の
上
で

「
サ
イ
エ
ン
ス
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
の
中
で
も
ア
ナ
ロ
グ

の
大
事
さ
を
磨
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、「
五
感
で
学
べ
」
と
題
し
た
パ
ー
ト
で
は
、

実
際
の
授
業
に
登
壇
す
る
ゲ
ス
ト
講
師
の
座
を
か
け
た

公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
界
で
活
躍
中
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
禁
止
の
条

件
で
プ
レ
ゼ
ン
を
展
開
。
本
学
経
済
学
部
の
現
役
学
生

に
よ
る
投
票
の
結
果
、「『
今
』
を
生
き
る
こ
と
が
課
題

発
見
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
東
急
電
鉄
に
勤
め
る
一

方
で
作
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
森
田
創
さ
ん
、「
課
題

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
問
題
解
決
の
近
道
」
と

訴
え
た
Ｐ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｘ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
共
同
創
業
者
・

取
締
役
、
藤
田
祐
司
さ
ん
の
２
人
が
講
師
の
座
を
射
止

め
た
。

　

学
生
部
は
、
学
生
の

課
外
活
動
の
助
成
と
向

上
な
ど
を
目
的
と
し
た

昨
年
度
の
学
生
部
長
賞

の
受
賞
団
体
と
個
人
を

決
定
し
た
。
今
回
の
受

賞
は
３
団
体
と
個
人
14

人
。

　

表
彰
式
は
、
３
月
14

日
に
有
栖
川
宮
記
念
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
黒
﨑

浩
行
学
生
部
長
（
当

時
）
か
ら
賞
状
と
副
賞

が
贈
ら
れ
た
。
受
賞
団

体
・
個
人
は
以
下
の
通

り
（
敬
称
略
・
順
不

同
、
所
属
は
当
時
）。

◎
団
体
の
部

◆
卓
球
部
◆
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
◆
陸

上
競
技
部
長
距
離
ブ
ロ

ッ
ク

◎
個
人
の
部

◆
増
山
正
芳
（
神
文

４
）
◆
谷
口
友
星
（
法

３
）
◆
千
代
倉
英
美
（
日
文
３
）
◆
浦
野
雄
平
（
経
３
・
陸
上
競

技
部
）
◆
藤
阪
泰
恒
（
健
体
４
・
柔
道
部
）
◆
島
田
隆
志
郎
（
健

体
３
・
同
）
◆
長
澤
大
雅
（
健
体
２
・
同
）
◆
相
田
勇
司
（
法
１

・
同
）
◆
工
藤
陽
平
（
哲
４
・
硬
式
野
球
部
）
◆
鎌
仲
純
平
（
健

体
３
・
同
）
◆
伊
藤
雅
人
（
経
ネ
３
・
同
）
◆
小
川
龍
成
（
健
体

２
・
同
）
◆
川
村
啓
真
（
経
１
・
同
）
◆
中
田
紗
楽
（
法
１
・
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
部
）

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
新
谷
尚
紀
教
授

若木育成会から教育環境
整備協賛金目録贈呈

　「若木育成会教育環境整備協賛金目録贈呈
式」が３月17日、グランドプリンスホテル
新高輪で行われ、同会の加藤圭子会長から赤
井益久学長（当時）に目録が贈呈された。
　同会は在学生保護者の組織で、大学と保護
者との連絡を密にし、学生の勉学と福祉、大学
教育の振興充実、併せて会員相互の親睦を図
ることを目的としている。今回の協賛金は教
育環境整備のために活用される予定。

高校生の学びの場を提供
　文学塾を開講

　文学部が主催し、高校生や高校教員に専
門性の高い講義を行う「文学塾」が３月23
日、渋谷キャンパスで開かれた。期間中、文
学部の全５学科が３講座（哲学科のみ２講
座）を開講。所属する専任教員が、高校生た
ちの知的好奇心をかきたてた。
　日本文学科では、『源氏物語』をテーマ
に、山田利博教授ら３人の教員が、文学、言
語学や民俗学の視点から講義を行った。
　考古学が専門の青木敬准教授が担当した
「古墳を発掘する」では、10年にわたって
実施している長野県安曇野市の穂高古墳群
（古墳時代後期）の発掘調査成果を紹介。受
講生たちは出土資料を実際に手に取り、歴史
ロマンに浸っていた＝写真。

辰巳名誉教授
日本学賞受賞を記念し講演会

　長年にわたる「東アジアを視点とする古代
和歌・詩の本質の解明」の業績が評価され日
本学賞を昨年11月に受賞した辰巳正明名誉
教授の受賞祝賀講演会が３月10日、渋谷キ
ャンパス常磐松ホールで開かれ、辰巳名誉教
授が会長を務める「萬葉の花の会」会員ら約
200人が集まった。
　講演会では、小川直之文学部教授が「『結び』
の精神史―アジアから考える―」と題して講
演したのに続き、辰巳名誉教授が登壇した。
「もう一つあった『万葉集』の読みかた」をテー
マに辰巳名誉教授は、壬申の乱前夜の天智天
皇、大海人皇子（天武天皇）、額田王の関係を関
連する恋の歌を用いて解説し、歴史とのかか
わりを紐解いた。

シチズンシップ教育をテーマに活発な議論
教育開発シンポジウム

　

「
学
士
課
程
教
育
に
お
け
る
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
と
題
し
た

教
育
開
発
推
進
機
構
主
催
の
教
育

開
発
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
2
月
16

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
開
会
に
先
立

ち
、
赤
井
益
久
学
長
（
当
時
）
は

「
本
学
の
共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
2
年
前
に
始
ま
り
、
ま
だ
ま
だ

制
度
、
内
容
を
鍛
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
先
生
方
か
ら
多

様
な
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

挨
拶
。

　

第
１
部
で
は
、
広
島
大
学
・
東

北
大
学
名
誉
教
授
の
羽
田
貴
史
氏

が
「
教
養
教
育
の
過
去
・
現
在

・
未
来
―
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
求
め
ら
れ
る
市

民
育
成
の
課
題
」
と
題

し
、
日
本
に
お
け
る
教

養
教
育
の
背
景
、
シ
チ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
意

味
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

　

続
く
第
２
部
で
は
、

東
京
大
学
、
立
教
大

学
、
本
学
か
ら
事
例
報

告
が
行
わ
れ
、
本
学
の

捧
剛
法
学
部
教
授
は

「『
政
治
・
法
と
社
会

参
加
』、
そ
し
て
そ
の

次
―
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
を
め
ぐ
る
国
学
院

大
学
の
挑
戦
」
と
題

し
、
同
学
部
の
教
育
内

容
を
基
に
説
明
を
行

い
、
現
在
の
課
題
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。
3
大

学
の
事
例
を
受
け
、
大

久
保
桂
子
副
学
長
（
当

時
）
の
進
行
で
総
合
討

論
が
行
わ
れ
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。
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大
学
の
主
な
役
教
職
員
人
事

　

本
学
の
主
な
役
教
職
員
人
事
は
次
の

通
り
。

　

役
職
者　
※
は
再
任

◎
学
長
▽
針
本
正
行
（
任
期
４
年
）

◎
副
学
長
（
学
長
職
務
代
理
者
）
▽
石

川
則
夫

◎
副
学
長
▽
植
村
勝
慶
▽
成
田
信
子

（
以
上
任
期
４
年
）

◎
大
学
院
▼
委
員
長
▽
根
岸
茂
夫
▼
代

表
幹
事
▽
石
本
道
明
※
◆
文
学
研
究

科
▼
委
員
長
▽
根
岸
茂
夫
▼
幹
事
▽

石
本
道
明
※
◆
法
学
研
究
科
▼
委
員

長
▽
坂
本
一
登
▼
幹
事
▽
高
橋
信
行

◆
経
済
学
研
究
科
▼
委
員
長
▽
中
泉

真
樹
▼
幹
事
▽
細
井
長
（
以
上
任
期

２
年
）

◎
学
部
◆
文
学
部
▼
学
部
長
▽
石
川
則

夫
※
▼
副
学
部
長
▽
矢
部
健
太
郎
※

◆
法
学
部
▼
学
部
長
▽
一
木
孝
之
▼

副
学
部
長
▽

田
真
司
◆
経
済
学
部

▼
学
部
長
▽
橋
元
秀
一
※
▼
副
学
部

長
▽
根
岸
毅
宏
※
◆
神
道
文
化
学
部

▼
学
部
長
▽
西
岡
和
彦
▼
副
学
部
長

▽
笹
生
衛
◆
人
間
開
発
学
部
▼
学
部

長
▽
成
田
信
子
▼
副
学
部
長
▽
藤
田

大
誠

（
以
上
任
期
２
年
）

◎
研
究
開
発
推
進
機
構
▼
機
構
長
▽
武

田
秀
章
◆
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

▼
セ
ン
タ
ー
長
▽
阪
本
是
丸
※
（
在

任
期
間
）
◆
日
本
文
化
研
究
所
▼
所

長
▽
平
藤
喜
久
子
※
◆
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
▼
セ
ン
タ
ー
長
▽
笹
生
衛
※

◆
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

▼
セ
ン
タ
ー
長
▽
根
岸
茂
夫
※
◆
国

学
院
大
学
博
物
館
▼
館
長
▽
笹
生
衛

※
◆
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー
▼
セ
ン
タ

ー
長
▽
谷
口
雅
博
※
（
以
上
任
期
２

年
）

◎
教
育
開
発
推
進
機
構
▼
機
構
長
▽
野

呂
健
▼
副
機
構
長
▽
東
海
林
孝
一
※

◆
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
▼
セ
ン
タ
ー

長
▽
野
呂
健
◆
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
セ
ン
タ
ー
長
▽
捧
剛
◆
学
修
支
援

セ
ン
タ
ー
▼
セ
ン
タ
ー
長
▽
東
海
林

孝
一
※
◆
教
職
セ
ン
タ
ー
▼
セ
ン
タ

ー
長
▽
野
呂
健
◆
英
語
教
育
セ
ン
タ

ー
▼
セ
ン
タ
ー
長
▽
久
保
田
正
人

（
以
上
任
期
２
年
）

◎
専
攻
科
長
▽
武
田
秀
章

◎
別
科
長
▽
茂
木
貞
純
※

◎
学
生
部
長
▽
森
川
隆

◎
教
務
部
長
▽
山
田
佳
弘

◎
入
学
部
長
▽
小
田
勝

◎
就
職
部
長
▽
田
原
裕
子

◎
国
際
交
流
推
進
部
長
▽
岩
瀬
由
佳

◎
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
長
▽
成

田
信
子

◎
情
報
セ
ン
タ
ー
長
▽
坂
本
正
徳
※

◎
図
書
館
長
▽
遠
藤
潤

（
以
上
任
期
２
年
）

　

昇
格
異
動
等

〔
教
員
〕

◎
文
学
部
◆
教
授
▽
淺
井
理
恵
子
▽
齋

藤
智
哉
▽
高
橋
秀
樹
▽
高
山
実
佐
▽

法
人
の
主
な
役
教
職
員
人
事

　

法
人
の
主
な
役
職
員
人
事
は
次
の
通

り
。

　

退
任

◎
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
学

長
▽
田
村
弘

◎
国
学
院
大
学
久
我
山
中
学
・
高
等
学

校
校
長
▽
今
井
寛
人

（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

　

新
任

◎
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
◇

学
長
▽
平
野
泰
樹
（
副
学
長
）
◇
副

学
長
（
学
長
職
務
代
行
）
▽
太
田
信

二
（
総
合
教
養
学
科
長
）
◇
副
学
長

▽
山
寺
三
知
（
国
文
学
科
長
）

◎
国
学
院
高
等
学
校
◇
副
校
長
▽
中
村

彰
伸
（
教
頭
）
◇
教
頭
▽
杉
田
隆
時

（
図
書
部
長
）

◎
国
学
院
大
学
久
我
山
中
学
・
高
等
学

校
◇
校
長
▽
國
清
英
明
（
副
校
長
）

◇
副
校
長
▽
高
橋
秀
明
（
教
頭
）

◎
内
部
監
査
室
◇
室
長
（
嘱
託
）
▽
田

中
裕
介

　

再
任
・
異
動

◎
法
人
事
務
局
長
・
内
部
監
査
室
長
兼

務
を
解
く
▽
橋
本
憲
市
郎
（
法
人
参

事
）

◎
法
人
参
事
▽
白
川
博
一
（
大
学
事
務

局
長
）

（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
）
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福
井
崇
史
◆
准
教
授
▽
青
木
洋
司
▽

手
塚
雄
太

◎
経
済
学
部
◆
准
教
授
▽
紺
野
由
希
子

▽
藤
山
圭

◎
人
間
開
発
学
部
◆
教
授
▽
林
貢
一
郎

◎
研
究
開
発
推
進
機
構
◆
准
教
授
▽
渡

邉
卓

〔
大
学
事
務
局
〕

◎
大
学
事
務
局
長
▽
武
智
浩
二
（
総
務

部
長
）

◎
総
務
部
長
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

長
兼
務
▽
城
所
俊
哉
（
総
合
企
画
部

長
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
長
兼

務
）

◎
総
合
企
画
部
長
▽
滝
田
忠
之
（
総
合

企
画
部
企
画
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

事
業
担
当
部
長
）

◎
総
務
部
人
事
担
当
部
長
▽
長
谷
川
顕

子
（
総
務
部
人
事
担
当
次
長
）

◎
財
務
部
長
・
経
理
課
長
兼
務
▽
中
村

大
介
（
財
務
部
次
長
）

◎
教
学
事
務
部
長
▽
仙
北
谷
穂
高
（
教

学
事
務
部
次
長
）

◎
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
次
長
・
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事

務
課
長
兼
務
▽
島
村
昌
利
（
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務

課
長
）

◎
総
務
部
人
事
課
長
▽
小
林
博
毅
（
教

学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機
構
事
務

課
教
職
担
当
課
長
）

◎
教
学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機
構
事

務
課
教
職
担
当
課
長
▽
人
見
剛
（
た

ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

事
務
課
教
学
・
就
職
担
当
課
長
）

◎
総
務
部
総
務
課
担
当
課
長
▽
安
西
晴

美
（
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
）

　

移
籍

〔
教
員
〕

◎
人
間
開
発
学
部
◆
教
授
▽
塩
谷
香
◆

准
教
授
▽
笹
田
弥
生
（
子
ど
も
支
援

学
科
か
ら
健
康
体
育
学
科
へ
）

　

新
任
（
任
期
延
長
含
む
）

〔
教
員
〕

◎
文
学
部
◆
教
授
▽
大
石
泰
夫
▽
三
井

は
る
み
◆
教
授
（
特
別
専
任
）
▽
赤

井
益
久
◆
准
教
授
▽
野
村
ひ
か
り
▽

新
藤
透
◆
助
手
▽
大
日
方
一
郎

◎
法
学
部
◆
教
授
▽
上
神
貴
佳
▽
長
又

高
夫
◆
専
任
講
師
▽
佐
藤
俊
輔

◎
経
済
学
部
◆
准
教
授
▽
木
村
秀
史

◎
神
道
文
化
学
部
◆
助
教
▽
鈴
木
聡
子

◎
人
間
開
発
学
部
◆
准
教
授
▽
青
木
康

太
朗
▽
千
野
謙
太
郎
◆
助
教
▽
中
野

圭
祐

◎
研
究
開
発
推
進
機
構
◆
助
教
（
特
別

専
任
）
▽
髙
野
裕
基
▽
武
田
幸
也

◎
教
育
開
発
推
進
機
構
◆
教
授
▽
澤
田

浩
一
▽
土
肥
充
◆
准
教
授
▽
加
納
な

お
み

◎
新
学
部
設
置
準
備
室
◆
助
教
▽
児
玉

千
絵

◎
客
員
教
授
▽
嵐
山
光
三
郎
▽
岩
下
尚

史
▽
北
澤
豪
▽
久
保
田
る
り
子
▽
さ

だ
ま
さ
し
▽
佐
藤
美
穗
▽
東
儀
秀
樹

▽
德
川
恒
孝
▽
平
林
岳
▽
松
平
定
知

（
以
上
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
）

〔
大
学
事
務
局
〕

◆
専
任
▼
学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ

ー
ト
課
書
記
▽
秋
野
智
子
（
学
生
事

務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
嘱
託
）

▼
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
（
博
物

館
学
芸
員
）
▽
網
谷
哲
成
（
学
術
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
研
究
開

発
推
進
機
構
事
務
課
〔
博
物
館
嘱

託
学
芸
員
〕）
▼
同
▽
佐
々
木
理
良

（
同
）
▼
財
務
部
経
理
課
（
試
用
期

間
）
▽
岡
村
大
博
▼
教
学
事
務
部
教

務
課
（
試
用
期
間
）
▽
会
田
優
介
▼

教
学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機
構
事

務
課
（
試
用
期
間
）
▽
関
口
奨
之
▼

国
際
交
流
事
務
部
国
際
交
流
課
（
試

用
期
間
）
▽
島
田
由
樹
子

◆
嘱
託
▼
総
務
部
総
務
課
嘱
託
▽
久
保

田
裕
美
▼
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た

ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
嘱
託
▽
星
美
由

紀
▼
学
生
事
務
部
学
生
生
活
課
保
健

室
嘱
託
（
保
健
師
）
▽
村
山
こ
こ
ろ

▼
学
生
事
務
部
学
生
生
活
課
学
生
相

談
室
嘱
託
▽
石
田
真
由
子
▼
学
生
事

務
部
学
生
生
活
課
学
生
相
談
室
嘱
託

（
学
修
支
援
相
談
員
）
▽
星
野
久
子

◆
期
間
契
約
職
員
▼
総
務
部
付
（
校
友

課
勤
務
）
▽
眞
鍋
和
孝

（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
）

　

退
職

◆
自
己
都
合

◎
文
学
部
◆
教
授
▽
赤
井
益
久

◆
期
間
満
了

◎
嘱
託
▼
学
生
事
務
部
学
生
生
活
課
学

生
相
談
室
嘱
託
▽
伊
藤
朱
真
理
▼
学

生
事
務
部
学
生
生
活
課
学
生
相
談
室

嘱
託
（
学
修
支
援
相
談
員
）
▽
柴
田

昌
子

（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

新学長の 横 顔

針本学長所蔵の伝藤原為家筆
源氏物語切「薄雲」巻（鎌倉時代写）
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文　学　部

◆教授
大石泰夫（おおいし　やすお）

①国学院大学大学院文学研究
科博士課程後期満期退学。博
士（文学）。盛岡大学文学部
教授を経て現職。

②平成元年３月に大学院を満期退学して、
平成最後の４月に母校に戻ってきました。
私は、民俗と文学の伝承性について研究し
てきました。今、目の前にある民俗や文学
をしっかりと捉え、その伝承性を明らかに
していくことを、学生諸君と一緒に考えて
いきたいと思います。

三井はるみ（みつい　はるみ）
①東北大学大学院文学研究科
博士課程後期単位取得満期退
学。昭和女子大学講師、国立
国語研究所主任研究員などを

経て現職。
②方言の研究をしています。ことばの多様
性の生まれ方に興味があり、全国の方言の
文法的特徴の対照研究や、首都圏の若年層
のことばの地域差調査などを行ってきまし
た。学生とともに新たなテーマに取り組め
ればと思っています。

◆准教授
野村ひかり（のむら　ひかり）

①筑波大学大学院芸術研究科
修士課程修了。国学院大学兼
任講師を経て現職。
②漢字書道を専門としていま

す。長い歴史の中で培われてきた書の名品
についての調査研究を行うとともに、それ
らを背景とした作品制作に取り組んでいま
す。学生の皆さんが、一生の財産となる自分
自身の文字について、個性を尊重した美しさ
の追求ができるよう、お手伝いいたします。

新藤透（しんどう　とおる）
①筑波大学大学院図書館情報
メディア研究科博士後期課程
修了。博士（学術）。武蔵野
学院大学助手、山形県立米沢

女子短期大学専任講師、准教授、東北福祉
大学准教授を経て現職。
②図書館情報学、特に日本図書館文化史を
専攻しています。現在は近代図書館におけ
る「選書論」について研究を進めていま
す。学生には図書館司書という職業の面白
さを伝えたいと思います。

◆助手
大日方一郎（おびなた　いちろう）

①国学院大学大学院文学研究
科博士課程前期修了。茨城大
学人文社会学部非常勤講師、
国学院大学研究開発推進機構

研究補助員、神奈川県川崎市文化財課嘱託
職員を経て現職。
②中国考古学が専門で、周代の墓制につい
て研究しております。本学は日本考古学が
主流ではありますが、比較対象として中国
の情報を提供することで、学生の研究をお
手伝いできればと思います。

法　学　部

◆教授
上神貴佳（うえかみ　たかよし）

①東京大学大学院法学政治学
研究科博士課程単位取得退
学。博士（法学）。東京大学
助手、高知大学准教授、岡山

大学教授などを経て現職。
②政治学、とりわけ現代日本の政治、比較
政党政治の研究が専門です。伝統ある本学
で（広義の）日本に関する教育・研究に携
わる機会を頂戴し、光栄に存じます。よろ
しくお願いいたします。

長又高夫（ながまた　たかお）
①国学院大学大学院文学研究
科博士課程単位取得退学。博
士（法学）。身延山大学仏教
学部教授を経て現職。

②本学において伝統ある法制史の講義を担
当します。専門は前近代の法典編纂史で
す。法文化を中心に、現代につながるわが
国の文化の特徴を多角的に紹介していきた
いと思います。

◆専任講師
佐藤俊輔（さとう　しゅんすけ）

①ブリュッセル自由大学人文
社会科学研究科博士課程、ジ
ュネーブ大学法学研究科博士
課程修了。博士（政治学）、

博士（法学）。日本国際問題研究所研究員
を経て現職。
② EU・ヨーロッパ外交の研究を専門とし
ています。学生の方々が広く国際的な視野
を得て、日本で、世界で活躍されるために
貢献できればと思っております。

経　済　学　部

◆准教授
木村秀史（きむら　しゅうし）

①国学院大学大学院経済学研
究科博士課程後期修了。博士
（経済学）。㈱第四銀行、島
根県立大学総合政策学部准教

授を経て現職。
②国際金融論が専門で、研究テーマは発展
途上国の通貨統合論です。お世話になった
母校に奉職できることを大変うれしく思い
ます。同時に、国学院の発展に貢献できる
よう力を尽くしてまいります。

神道文化学部

◆助教
鈴木聡子（すずき　さとこ）

①国学院大学大学院文学研究
科博士課程修了。博士（神道
学）。本学研究開発推進機構
助教（特別専任）、本学神道

文化学部兼任講師を経て現職。
②歴史ある母校に奉職することができ、光
栄に存じます。また、同時に責任の重さを
感じております。本学の建学の精神のも
と、精一杯努めてまいります。

人間開発学部

◆准教授
青木康太朗（あおき　こうたろう）

①大阪体育大学大学院スポ
ーツ科学研究科修士課程修
了。北翔大学准教授、国立
青少年教育振興機構青少年

教育研究センター研究員を経て現職。
②専門は野外教育や安全教育、レクリエー
ションです。自然体験や外遊びなど自分の
専門性を生かして、本学の幼稚園教諭・保
育士の養成に寄与できるよう務めたいと思
います。

千野謙太郎（ちの　けんたろう）
①東京大学大学院博士課程単
位取得退学。博士（学術）。
国立スポーツ科学センター研
究員、東京大学大学院助教、

一般社団法人スポーツおきなわパフォーマ
ンスディレクターを経て現職。
②これまではバイオメカニクスや運動生理
学の観点から骨格筋の形状と機能に関する
研究を行ってきました。今後は本学の学生
と共にトレーニング科学の観点から身体機
能の変化を捉える研究を行いたいと思って
います。

◆助教
中野圭祐（なかの　けいすけ）

①東京学芸大学大学院教育学
専攻科修了。東京学芸大学附
属幼稚園勤務を経て現職。
②国学院大学の豊かな環境の

中で、幼児と音楽のあり方を研究していき
たいです。現場での経験を生かし、学生た
ちにも実践的な指導を行なっていきたいと
考えています。ご指導ご 撻の程よろしく
お願いします。

教育開発推進機構

◆教授
澤田浩一（さわだ　こういち）

①東北大学大学院博士課程前
期修了。茨城県立高等学校教
諭、文部科学省教科調査官・
国立教育政策研究所教育課程

調査官を経て現職。
②社会科・公民科および道徳科の教育法な
どを担当します。新しい学習指導要領を深
く理解し、これからの学校で求められる授
業力が身に付けられるようお手伝いしたい
と思います。

土肥充（どい　みつる）
①千葉大学大学院自然科学研
究科博士課程修了。博士（学
術）。千葉大学国際教養学部
准教授などを経て現職。

②英語教育が専門です。英語教育センター
発足と同時に本学に着任でき、光栄です。英
語教育の改善は簡単なことではありません
が、教職員や学生の皆さんのご協力を得な
がら、本学の発展に尽くしたいと思います。

◆准教授
加納なおみ（かのう　なおみ）

①コロンビア大学 ティーチ
ャーズ・カレッジ大学院国際
異文化研究学部国際教育開発
学研究科博士課程修了。博士

（教育学）。お茶の水女子大学大学院人間
文化創成科学研究科専任講師を経て現職。
②伝統ある国学院大学で皆さんと学びなが
ら、21世紀に相応しいリテラシー教育の
あり方を探究していきたいと思います。

大学事務局

◆学生事務部キャリアサポート課
書記
秋野智子（あきの　ともこ）

①武蔵野大学人間科学部卒
業。一般企業人事部において
新卒・中途採用業務、人材ビ
ジネス業界で幅広い年齢層の

転職支援を経験した後、本学嘱託勤務を経
て現職。豪州生活経験あり。国家資格キャ
リアコンサルタント・認定心理士。
②伝統ある国学院大学に奉職でき光栄に存

じます。民間企業での経験を最大限学生に
還元し、本学発展のために精進してまいり
ます。

◆学術メディアセンター事務部研
究開発推進機構事務課（博物館学
芸員）
網谷哲成（あみたに　のりまさ）

①国学院大学神道文化学部卒
業。平塚八幡宮神職、日々神
社神職、本学研究開発推進機
構研究開発推進センター研究

補助員、本学博物館嘱託学芸員を経て現
職。
②伝統ある母校に奉職できることをうれし
く思います。建学の精神を大切にし、国学
院大学のさらなる魅力を発信できる博物館
を目指し、本学のより一層の発展のために
力を尽くしてまいります。

佐々木理良（ささき　りら）
①上智大学文学部史学科・同
大学院博士前期課程修了。旅
行社にて専門解説員、一般企
業にて広報職、本学博物館嘱

託学芸員を経て現職。
②日本文化の研究教育拠点として格式を誇
る国学院大学での職務を大変誇りに思いま
す。大学における博物館の役割を常に意識
し、より一層の発展のため尽力してまいり
たいと思います。

◆財務部経理課
岡村大博（おかむら　まさひろ）

① 平成31年３月国学院大学経
済学部卒業。
②母校の国学院大学で働ける
ことをとても光栄に思いま

す。新入職員として元気、誠実、素直の３
つを心掛け何事にも全力で仕事に取り組ん
でいきます。大学の根幹を支える経理課で
一日一日を大切にし、いつまでも初心を忘
れず職務を全うします。

◆教学事務部教務課
会田優介（あいた　ゆうすけ）

①平成31年３月国学院大学経
済学部卒業。
②多くの学生に国学院大学で
の生活が最も自分自身が輝け

た場所だったと思ってもらえるように精一
杯学生のサポートに努めてまいります。ま
た、院友の視点を活かし、あらゆるステー
クホルダーに本学の魅力の多くを発信して
いきたいと考えています。

◆教学事務部教育開発推進機構事
務課
関口奨之（せきぐち　しょうの）

①平成31年３月東洋大学文学
部卒業。
②伝統ある国学院大学で働け
ることを大変誇りに思いま

す。右も左もわからない新人ですが、先輩
方の仕事ぶりから多くを吸収し１日でも早
く皆様のお力になれるように日々精進しま
すので、ご指導ご 撻のほどよろしくお願
いいたします。

◆国際交流事務部国際交流課
島田由樹子（しまだ　ゆきこ）

①平成31年３月上智大学法学
部卒業。
②歴史ある国学院大学で働け
ることを大変嬉しく思ってお

ります。新人として国際交流課の業務をス
ポンジのように吸収して１日でも早く覚
え、今後の大学発展に尽力していける人材
となれるよう精進してまいります。ご指導
ご 撻のほどよろしくお願いいたします。

４月、本学に着任した専任の教職員のプロフィールを紹介する。丸数字は①略歴②抱負。

新任専任教職員紹介
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経済学部生が運営に参加
渋谷川沿いで花見イベント
　昨年新たに整備された渋谷川沿いの遊歩道
で３月１、２の両日、渋谷区内の大学生で構
成される「渋谷学生ボランティアワークショ
ップ」のメンバーが企画した「さくらホッと
こたつ@渋谷川」が開催された。同ワーク
ショップには本学経済学部生が参加してお
り、会場の運営に携わった。
　見頃を迎えた河津桜が並ぶ川沿いの会場に
はこたつが設置され、周辺にはキッチンカー
も出店。来場者は暖をとりながら、夕闇に映
える薄紅色の桜を楽しんだ。

団体・個人の成績
ソフトテニス部＝関東シングルスソフトテニ
ス選手権大会が３月10日、千葉県総合スポー
ツセンター（千葉県稲毛市）で行われ、同部
から男女４人が出場した。男子シングルスで
は、谷岡凌太朗選手（健体２＝当時）が予選
リーグを３連勝で突破。上位16人による決勝
トーナメントでは、社会人、大学生の強豪と
の熱戦を制して初優勝を飾った。
　同大会は、社会人、大学生、高校生のシン
グルスプレーヤーが参加した大会で男女各64
人が出場した。

優
勝
し
た
谷
岡
選
手

スキー部＝第92回全日本学生スキー選手権大
会が１月30日に田沢湖スキー場国体コース
（秋田県仙北市）で、２月19～23日に長野県
野沢温泉村でそれぞれ行われた。男女ともに
２部に所属する同部は、男子３×５kmリレ
ーで２位に入るなど健闘したが、男子が総合
４位、女子は総合28位に終わった。

強化部会主なスケジュール（4・5月）
硬式野球部＝東都大学野球春季１部リーグ戦
対亜細亜大①（４／30（火・休）・神宮球場）、同
②（５／１（水・祝）・同）、対駒澤大①（５／９
㈭・同）、同②（５／10㈮・同）、対中央大
①（５／21㈫・同）、同②（５／22㈬・同）
柔道部＝2019年度東京学生柔道優勝大会
（５／26㈰９：30・日本武道館）
剣道部＝第65回関東学生剣道選手権大会
（５／12㈰・日本武道館）、第51回関東女子
学生剣道選手権大会（５／18㈯・東京武道
館）
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦1部　
対東京経済大（４／21㈰）、対上智大（４／
28㈰）、対山梨学院大（５／５（日・祝））、対帝京
大（５／12㈰）、対学習院大（５／26㈰）時
間・場所は同部HPなどで確認を。
卓球部＝関東学生新人選手権大会（５／３（金・祝）
～４（土・祝）・座間市立市民体育館）、関東学生
卓球春季リーグ戦　男子２部・女子２部（５
／10㈮～12㈰・所沢市民体育館）

東
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グ
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正
大
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好
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４
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８
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日本学生ハーフマラソン選手権
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え
ら
れ
る

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
出
場
を
か

け
て
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
か

ら
市
街
地
、
昭
和
記
念
公
園
を
駆

け
抜
け
た
。

　

今
年
の
箱
根
駅
伝
5
区
で
区
間

新
を
記
録
し
た
浦
野
雄
平
選
手

（
経
営
3
＝
当
時
）
は
、
各
校
の

エ
ー
ス
が
そ
ろ
う
中
、
ス
タ
ー
ト

直
後
か
ら
先
頭
に
立
っ
て
レ
ー
ス

を
引
っ
張
り
、
主
将
の
土
方
英
和

選
手
（
健
体
3
＝
同
）
も
上
位
集

団
に
つ
け
た
。
最
後
は
優
勝
し
た

東
洋
大
学
の
相
澤
晃
選
手
に
引
き

離
さ
れ
た
が
、
土
方
選
手
が
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
1
時
間
2
分

2
秒
で
4
位
、
浦
野
選
手
が
1
時

間
2
分
14
秒
で
5
位
に
入
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
半
数
近
い
選
手
が

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
な
ど
収

穫
の
あ
る
大
会
と
な
っ
た
。

自己ベスト更新の快走をみせた土方英和選手（右）
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教
職
課
程
を
担
当
し
、「
教
育

と
は
何
か
」
を
話
す
立
場
に
あ
り

な
が
ら
、
私
に
と
っ
て
「
教
育
と

は
何
か
」
は
難
問
で
あ
る
。
過
去

の
人
々
が
「
教
育
」
を
ど
う
捉
え

た
の
か
、
な
ら
ば
、
話
せ
る
の
だ

が
。

　

し
か
し
、
現
在
の
教
育
改
革

は
、
そ
れ
ま
で
の
「
教
育
」
像
を

大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る

点
に
お
い
て
、
社
会
全
体
が
こ
の

問
い
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え

る
。「
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
掲
げ
、
授
業
の
方
式
に

ま
で
言
及
し
た
新
学
習
指
導
要
領

か
ら
み
て
と
れ
る
の
は
、
新
た
な

「
教
育
」
像
の
模
索
が
必
要
だ
と

い
う
危
機
感
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
「
教
育
」
の
意
味

が
問
わ
れ
る
時
代
に
お
い
て
、
私

は
ま
だ
「
教
育
と
は
」
に
つ
な
が

る
言
葉
を
明
確
に
見
い
だ
せ
て
い

な
い
。
た
だ
、
教
育
学
・
教
育
史

研
究
の
知
見
か
ら
い
え
ば
、「
教

育
と
は
」
の
後
に
、「
希
望
」
と

い
う
言
葉
を
続
け
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
る
。

　

現
在
、
平
成
の
は
じ
め
に
閉
校

し
た
あ
る
山
間
部
の
小
学
校
に
関

す
る
資
料
を
調
査
し
て
い
る
。
産

業
構
造
の
変
化
に
よ
り
地
域
社
会

が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
さ

ま
が
、
淡
々
と
過
ぎ
ゆ
く
学
校
生

活
の
中
に
も
浮
か
び
上
が
る
。
調

査
中
、
1
9
7
0
年
頃
の
学
校
運

営
資
料
を
読
ん
で
い
て
、
そ
の
中

の
「
学
校
が
地
域
の
文
化
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
」
と
の
言
葉
に
目
が
と

ま
っ
た
。
続
き
に
は
、
学
校
を
文

化
的
な
中
核
と
し
、
教
育
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
地
域

の
将
来
を
拓
く
こ
と
へ
の
切
実
な

希
望
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
は
単
に
一
地
域
の
過
去
の

話
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
で
教
育

の
本
質
を
言
い
当
て
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
将
来
の
「
何
か
」
に
役

立
つ
た
め
に
学
ぶ
こ
と
を
考
え
が

ち
な
の
だ
が
、
本
当
は
、
学
ぶ
こ

と
そ
の
も
の
が
希
望
で
あ
り
、
学

び
の
場
が
あ
る
こ
と
が
希
望
で
も

あ
る
。
教
育
は
、
そ
う
い
う
学
び

を
支
え
る
行
為
で
あ
り
、
希
望
を

つ
な
ぐ
営
み
だ
と
い
え
る
。
こ
う

し
た
史
料
や
先
人
の
言
葉
を
手
が

か
り
に
、
今
後
も
真

に
、
問
い

に
向
き
合
い
た
い
と
思
う
。

若木が丘
だより

文学部　准教授

多和田 真理子

「
教
育
と
は
何
か
」と
は
何
か

若木育成 会若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若木若若木木木木木木木育育育木木木木木木木木木木木若若若若木木木木木育若 育木木木木木木木若若 育成育育育育成育成成成成成成成成成成成成成成育成育成育育育育育成育育成成成成成育成成成成成育育育育 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
「支部の集い」にご出席を

内 本学の学部・専攻科・別科在学生
（外国人留学生除く）の保護者らで

組織される若木育成会では、「支部
の集い」を５月下旬 から開催しま
す。本学の現況、学修・就職状況な
どの説明に加え、疑問や悩みについ
て個別面談でも対応します。新入生
の保護者にとっては本学を知る初め

ての機会ですので、ぜひご出席くだ
さい。
日・時・場別表参照
申 開催１カ月前頃に案内状を郵送しま
すので、若木育成会ＨＰ（https://
www.kokugakuin.ac.jp/student/

ikuseikai/p5/p1）から申し込んで
ください。
問校友課（☎03・5466・0131）
※ 詳細は上記の若木育成会ＨＰで確認
を

支 部 名 日　程 時間 会　場

北海道道北 6月  1日㈯ 14:00 ホテルWBFグランデ旭川

北海道道東 6月30日㈰ 13:00 釧路ロイヤルイン

北海道道央 6月  2日㈰ 14:00 北海道神宮頓宮

北海道道南 6月23日㈰ 14:00 ホテル函館ロイヤル

青 森 県 6月22日㈯ 13:00 ウェディングプラザアラスカ

岩 手 県 8月  4日㈰ 13:30 盛岡地域交流センター「マリオス」

宮 城 県 5月25日㈯ 13:00 ホテルJALシティ仙台

秋 田 県 8月  3日㈯ 12:20 秋田ビューホテル

山 形 県 5月26日㈰ 13:00 大手門パルズ

福 島 県 8月  4日㈰ 13:00 郡山ビューホテル

茨 城 県 7月28日㈰ 13:00 三の丸ホテル

栃 木 県 6月23日㈰ 13:00 サンプラザ

群 馬 県 5月26日㈰ 13:30 高崎ワシントンホテルプラザ

埼 玉 県 7月  7日㈰ 13:00 渋谷キャンパス

千 葉 県 6月  9日㈰ 13:00 渋谷キャンパス

東京都第一 6月  2日㈰ 10:00 渋谷キャンパス

東京都第二 6月  2日㈰ 10:00 渋谷キャンパス

東京都第三 6月  2日㈰ 10:00 渋谷キャンパス

東京都第四 6月  2日㈰ 10:00 渋谷キャンパス

神 奈 川 県 7月20日㈯ 11:00 渋谷キャンパス

新 潟 県 5月25日㈯ 13:00 新潟東映ホテル

富 山 県 6月15日㈯ 14:00 富山第一ホテル

石 川 県 6月30日㈰ 14:00 ホテル金沢

福 井 県 6月29日㈯ 14:00 福井フェニックスホテル

山 梨 県 7月14日㈰ 13:00 かいてらす山梨県地場産業センター

長野県東北信 6月16日㈰ 13:00 ホテル信濃路（HOTEL SHINANOJI）

長野県中南信 7月13日㈯ 13:00 ホテルモンターニュ松本

岐 阜 県 7月28日㈰ 13:00 岐阜キャッスルイン

支 部 名 日　程 時間 会　場

静岡県東部 6月30日㈰ 13:00 ホテル・エルムリージェンシー

静岡県中部 6月29日㈯ 13:30 中島屋グランドホテル

静岡県西部 7月27日㈯ 13:00 ホテルクラウンパレス浜松

愛 知 県 7月21日㈰ 13:00 キャッスルプラザ

三 重 県 7月20日㈯ 14:00 ホテルグリーンパーク津

滋賀県・京都府 6月23日㈰ 14:00 新・都ホテル

大 阪 府 7月  7日㈰ 13:00 あべのハルカス近鉄本店25階

兵 庫 県 7月13日㈯ 14：00 生田神社会館

奈 良 県 6月22日㈯ 13:00 春日大社　感謝共生の館

和 歌 山 県 7月  6日㈯ 14:00 和歌山県民文化会館

鳥 取 県 6月  9日㈰ 10:30 国際ファミリープラザ

島 根 県 6月  8日㈯ 13:00 ニューウェルシティ出雲

岡 山 県 7月14日㈰ 13:30 ピュアリティまきび

広 島 県 7月15日（月・祝） 13:00 広島ガーデンパレス

山 口 県 6月16日㈰ 13:00 遠石会館

徳 島 県 6月  8日㈯ 15:00 ザ・グランドパレス

香 川 県 8月  3日㈯ 13:00 高松東急REIホテル

愛 媛 県 8月  4日㈰ 14:00 国際ホテル松山

高 知 県 6月  9日㈰ 13:00 オリエントホテル高知

福 岡 県 6月15日㈯ 13:00 オリエンタルホテル福岡 博多ステーション

佐 賀 県 7月27日㈯ 14:00 グランデはがくれ

長 崎 県 7月28日㈰ 13:00 諫早観光ホテル道具屋

熊 本 県 6月16日㈰ 14:00 ホテル日航熊本

大 分 県 7月14日㈰ 14:00 JR九州ホテルブラッサム大分

宮 崎 県 7月13日㈯ 14:00 宮崎観光ホテル

鹿 児 島 県 6月15日㈯ 13:30 ホテル吹上荘

沖 縄 県 7月  6日㈯ 14:00 パシフィックホテル沖縄

若木育成会「支部の集い」スケジュール

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

「
国
学
院
大
学
学
報
」
を
編
集

す
る
広
報
課
で
は
、「
国
学
院
大

学
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規

程
」
に
基
づ
い
た
上
で
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
で
得
た
情
報
、
当

課
で
独
自
に
取
材
し
た
情
報
、
本

学
学
生
生
活
課
に
報
告
さ
れ
た
学

生
団
体
・
個
人
の
大
会
成
績
・
企

画
書
な
ど
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト
の

結
果
な
ど
を
、
本
人
の
承
諾
を
得

て
本
紙
や
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

は
じ
め
当
課
が
扱
う
広
報
媒
体
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

総
合
企
画
部
広
報
課

本紙へのご感想をお待ちしています

　「国学院大学学報」では、読者の皆さまからのご意見・ご感想を募
集しています。定期的に本紙にて「読者の声」を紹介していく予定で
す。掲載された方には、本学オリジナルグッズを進呈いたします。ご
投稿は以下の要領でお願いします。
①今号の満足度５段階（低１～５高）②本紙へのご意見③住所④氏名
⑤所属など（在学生の場合〈学科・学年〉、保護者、院友〈本学卒業
生〉、本学・本法人教職員、その他いずれか）を明記の上、ハガキ・
ＦＡＸで国学院大学広報課（連絡先は１面参
照）までお送りください。また、ＱＲコード
よりＥメール作成画面を開くことができま
す。なお、お送りいただいた方の個人情報は
法令に基づいて取り扱いいたします。
※ お寄せになられた原稿・お便りは返却いた
しません
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

  教育充実資金（維持費）の 
お願い

内 本学では、財政を確立し教学内容の
維持・充実を図る目的で新入生の保
護者らを対象に教育充実資金（維持
費）のご寄付をお願いしています。
任意ではありますが、さらなる教育
・研究の向上のため、ご理解とご協
力をお願いいたします。
料一口20万円
申振込締切は７月31日㈬
問総務課（☎03・5466・0111）

健康診断の結果および 
　　  健康診断証明書の発行について

内 今年度の健康診断の結果は５月９日
㈭以降、K-SMAPYⅡの学籍情報照
会で確認できます。各種実習、就職
活動などで使用する健康診断証明書
は、５月９日㈭から、証明書自動発
行機で発行可能です（１部200円）。

　※ 再検査を受けていないなど所見が
ある場合、保健室へお越しくださ
い

問保健室（☎03・5466・0148）

 夏期短期留学の参加者募集

内 本学では集中的に語学を勉強する留
学入門プログラムとして実施する夏
期短期留学の参加者を募集します。
　※ 日程は３月末時点の予定。国内・国

際情勢や参加者数によっては、変
更・中止される場合があります。
詳細は本学ＨＰ（https://www. 
kokugakuin.ac.jp/student/
abroadstudy/p1/p3）で確認を

◆英語圏
　▶ アイルランド、ダブリンシティ大
学…８月10日～９月８日

　▶ カナダ、マニトバ大学

　　…８月５日～９月１日
　▶ カナダ、ケープブレトン大学
　　…８月21日～９月19日
◆中国語圏
　▶台湾、南台科技大学
　　…８月11日～９月10日
◆その他の言語圏
　▶ ドイツ、デュースブルク=エッセ
ン大学…８月10日～９月１日

　▶ フランス、西部カトリック大学
　　…８月４日～９月１日
申 ５月10日㈮までに本学ＨＰの夏期 
短期留学ページからオンライン申請
問国際交流課（☎03・5778・7061）

イベント

就活スタートガイダンス①

内 新３年生を対象に就職活動の流れ
と、インターンシップの参加方法を
説明します。必ず参加し今後の就職
活動の計画を立てましょう。また、
就職活動の必須ツールの就職サイト
（ＣＳ課推薦の大手就職情報会社４
社）の特徴説明・一括登録を行いま
す。このガイダンスでは通常有料の
SPI模擬試験を無料配布します。
日 ・時５月13日㈪６限、14日㈫６
限、15日㈬３・５限
対３年生
申K-SMAPYⅡより申込

合合 オープンキャンパス

内 本学は、「学びたい・知りたい」と
いう意思のある人へ常に開放的であ
りたいと思っています。オープンキ
ャンパスでは大学の息遣いを直接感
じることができます。行動した人だ
けが分かる本学の価値に気づくはず
です。
日・時６月２日㈰10時～16時
場渋谷・たまプラーザ両キャンパス
問入学課（☎03・5466・0141）

　「国学院大学学報」は、本学のニュースや学生・院友（卒業生）・教職員
の活躍をお届けする機関紙（年11回発行、８月は休刊）です。定期購読を
ご希望の方は、広報課まではがき、FAX、メールでご連絡ください(年間購
読料：500円〈税込み・送料含む〉）。連絡先は、１面参照。

本学の機関紙を定期購読してみませんか？

英語 教育センター育センタ英英英英英 語英英英 語語語語語語語語語語語語語語英英英英英 語英 語語語語英 語語語語語英英英 教育教教教教育教教育教育育育育育育教教教教教教教教育教教教育育教育育育教教教教教育セン育育セセセセセセセンンンンンンセンセセセセセセ育育育育セセセセセンンン育 ンンセンセセセセ育育 ンタンンンンタンタタタタタタタタンタンタンンンンンタンンタタタンタタタンンン英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英
ＴＯＥＩＣ®学内テスト

内 英語教育センターが団体受験特別制
度（ＩＰ:Institutional Program）と
して実施するものです。公開テスト
とＩＰテストのスコアの有効性はＴ
ＯＥＩＣ主催団体で同一とされてい
ますが、一部の企業、公務員採用試
験、大学院入試などによっては公開
テストの結果の提出を求められる場
合もあります。

日５月18日㈯
時 14時30分集合、17時15分解散（実
際の試験時間は２時間）
場 渋谷キャンパス（教室は試験1週間
前をめどにお知らせします）
料3700円
対学部１～４年生、大学院生
申 ４月26日㈮正午までに自動証紙発
行機で証紙を購入し、英語教育セン
ター（渋谷）、たまプラーザ事務課
に提出
問 渋谷：英語教育センター（百周年記念
館）

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物
料無料
時 10時～18時（入館は17時30分まで）、
４月29日（月・祝）～５月２日（木・休）、27日
㈪は休館

  企画展「和歌万華鏡 
―万葉集から折口信夫まで―」

内 古代から近代に至るまでの歌書を通
して「和歌の魅力」を再発見してい
きます。国の重要文化財『金葉和歌
集』（国学院大学図書館所蔵）など
貴重な資料を展示し、世々の歌人に
よって連綿と伝えられてきた和歌に
さまざまな角度から光を当て、「万
華鏡」のように輝く和歌文化のあり
さまをお目にかけます。
日 前期：４月27日㈯～５月26日㈰、
　後期：５月28日㈫～６月23日㈰
場博物館企画展示室

 講演会「折口信夫から万葉集へ」

内 本学の辰巳正明名誉教授が講演しま
す。参加無料。

日５月11日㈯
時14時～15時（定員250人）
場常磐松ホール
申 博 物 館 Ｈ Ｐ（http://museum.
kokugaku i n . a c . j p / e v en t /
detai l/2019_waka_lecture.
html）の申し込みフォームか往復
はがきに郵便番号、住所、氏名（フ
リガナ）電話番号、「和歌万華鏡」
講演会参加と明記し、〒150-8440
東京都渋谷区東４-10-28国学院大学
博物館へ申し込む。定員になり次第
締め切り。

ミュージアムトーク

※ 場所はいずれも博物館ホール。参加
無料。
① ５月25日㈯14時～14時45分
　講師：荒木優也・本学客員研究員
② ６月１日㈯14時～14時45分
　講師：荒木優也・本学客員研究員
③ ６月15日㈯14時～14時45分
　講師：渡邉卓・本学准教授
※ 博物館関連イベントの問い合わせは
　☎03・5466・0359

合合 本学が参加予定の進学相談会 
　　 （５・６月分）

内 本学では、各地で開催される進学相
談会に参加予定です。本学への進学
をお考えの受験生、保護者の方はぜ
ひご来場ください。
日・時・場別表参照
問入学課（☎03・5466・0141）

 国学院大学院友大会

内 恩師や友人らとの再会、新しい出会
い、情報交換…母校で楽しいひとと

きをお過ごしください。毎回お楽し
みの「全国銘酒コーナー（西日本
編）」もございます。
日・時５月25日㈯18時～
場 渋谷キャンパス130周年記念５号館 
アリーナ
料 5000円 （125～127期の新院友は3000
円）※同伴のご家族、在学生割引あり
申 案内に同封のハガキまたはメール 
（めinyuukai＠kokugakuin.or.jp）に
て５月15日㈬必着。
問院友会（☎03・3400・7781、
ふ03・3400・7996）

進学相談会一覧（５・６月開催分）
都道府県 都　市 会　場 日　付 時　間
北海道 札 幌 ベルヴュオフィス札幌 ６月22日㈯ 10:00～17:00

宮 城 仙 台 仙台市中小企業活性化センター（アエル）６月30日㈰ 12:00～17:00

茨 城 水 戸 水戸プラザホテル　　　 ５月28日㈫ 14:00～18:00

栃 木 宇都宮 マロニエプラザ
６月 ４日㈫ 13:30～18:00

６月 ５日㈬ 13:30～18:30

群 馬 高 崎 ビエント高崎
５月25日㈯ 13:00～16:30

６月 ６日㈭ 15:00～18:30

埼 玉

さいたま さいたまスーパーアリーナ ５月13日㈪ 15:30～18:30

川 越 ウェスタ川越 ６月 ４日㈫ 15:30～17:30

春日部 ふれあいキューブ ６月 ５日㈬ 16:30～18:30

千 葉 幕 張 東京ベイ幕張ホール ６月 ９日㈰ 11:00～16:00

東 京

渋 谷 渋谷ヒカリエ ヒカリエホール ５月25日㈯ 10:30～17:00

水道橋 東京ドームシティ ５月30日㈭ 13:00～18:00

渋 谷 渋谷ヒカリエ ヒカリエホール（外国人留学生対象）

６月 ３日㈪ 11:00～17:00

６月 ４日㈫ 11:00～17:00

６月 ５日㈬ 11:00～17:00

有 明 東京ビッグサイト ６月 ８日㈯ 10:30～17:00

新 宿 新宿NSビル　　　　　　　 ６月12日㈬
15:00～18:30
※ 15：00～15：30
は高校教諭対象

池 袋 池袋サンシャインシティ ６月16日㈰ 11:00～16:00

神奈川 横 浜 横浜新都市ホール（横浜そごう）
６月 １日㈯ 13:00～17:00

６月13日㈭ 15:30～18:30

静 岡 静 岡 ツインメッセ静岡 ５月19日㈰ 11:00～16:00

新 潟 新 潟 朱鷺メッセ ５月26日㈰ 11:00～16:00

山 梨 甲 府 アイメッセ山梨 ６月 ９日㈰ 11:00～16:00

長 野 長 野 ビッグハット ６月12日㈬ 15:00～18:30

愛 知 名古屋 ナディアパーク デザインセンタービル ６月 ８日㈯ 10:00～17:00

大 阪 梅 田 梅田センタービル ６月15日㈯ 10:00～17:00

広 島 広 島 広島国際会議場 ６月 ９日㈰ 10:00～17:00

福 岡 福 岡 エルガーラホール ６月16日㈰ 10:00～17:00
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夢
を
胸
に
新
生
活
ス
タ
ー
ト

学
部
・
専
攻
科
・
別
科
入
学
式式

阪井さん「攻究の道歩む」大学院入学式
　

大
学
院
の
平
成
31
年
度
入
学
式
は
４
月
１
日
、

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ

た
。
役
教
職
員
が
出
席
し
、
新
入
生
１
０
２
人
を

新
た
な
研
究
者
と
し
て
歓
迎
し
た
。

　

針
本
正
行
学
長
は
告
辞
で
、「
主
体
的
な
学
び
」

の
大
切
さ
を
強
調
。「
人
文
科
学
研
究
は『
人
間
の

学
』で
あ
り
、社
会
や
他
者
と
の
関
係
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、文
化
や
思
想
な
ど
を
生
み
出
す
過
程

に
お
け
る
人
間
そ
の
も
の
の
あ
り
よ
う
を
解
明
す

る
学
問
で
す
。学
問
を
志
す
に
あ
た
っ
て
は
、月
日

を
か
け
て
研
究
に
励
み
、高
き
志
を
心
に
刻
み
、自

身
の
選
ん
だ
学
問
領
域
の『
知
の
世
界
』を
究
明
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」と
呼
び
か
け
た
。根
岸
茂

夫
大
学
院
委
員
長
は「
皆
さ
ん
が
新
し
い
国
学
院

の
学
問
を
つ
く
り
上
げ
、そ
れ
が
伝
統
に
な
っ
て

い
く
よ
う
な
研
究
生
活
を
送
る
よ
う
精
進
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
新
入
生
を
代
表
し
て
阪
井
瑞
貴

さ
ん
（
博
後
文
＝
写
真
左
）
は
「
自
ら
の
研
究
目

標
に
至
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
研
究
の
原
点
、
最

初
の
疑
問
を
強
く
自
覚
し
、
一
つ
の
考
え
に
と
ら

わ
れ
ず
、
広
い
視
野
で
物
事
を
と
ら
え
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
私

ど
も
は
研
究
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
た
上
で
、

お
の
お
の
の
目
指
す
と
こ
ろ
に
到
達
す
る
た
め
、

ひ
い
て
は
人
類
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
、
攻
究
の
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　

学
部
・
専
攻
科
・
別
科
の
入
学
式
が

４
月
２
日
、
東
京
都
港
区
の
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
、
午
前
に

は
第
１
部
の
経
済
学
部
と
神
道
文
化
学

部
・
神
道
学
専
攻
科
・
別
科
神
道
専

修
、
午
後
に
は
第
２
部
の
文
学
部
、
第

３
部
の
法
学
部
と
人
間
開
発
学
部
に
分

け
て
挙
行
さ
れ
た
。
式
典
に
は
坂
口
𠮷

一
理
事
長
（
当
時
）、
針
本
正
行
学
長

を
は
じ
め
と
す
る
役
教
職
員
が
出
席

し
、
新
入
生
２
２
５
５
人
は
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
を
胸
に
新
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

　

国
歌
斉
唱
に
続
く
告
辞
で
、
針
本
学

長
は
「
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
日
々
、

進
展
す
る
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
心
の
う
ち
に
あ

る
『
学
び
の
心
』
と
対た

い

峙じ

し
、『
自
分

は
何
を
知
り
た
い
の
か
』『
自
分
は
何

を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
』
と
い
う

『
知
の
欲
求
』『
知
の
渇
望
』
を
呼
び

起
こ
し
、『
新
た
な
知
』
の
獲
得
に
挑

む
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
説
い
た
。

　

こ
の
後
、
在
学
生
の
保
護
者
で
組
織

す
る
若
木
育
成
会
の
加
藤
圭
子
会
長
が

祝
辞
で
「
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
と

も
に
始
ま
る
学
生
生
活
を
豊
か
な
も
の

に
す
る
能
動
的
な
行
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
激
励
。
各
学
部
長
が
新
入
生

に
歓
迎
の
言
葉
を
贈
る
と
、
各
学
部
の

新
入
生
代
表
５
人
が
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓

し
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
生
生
活
で
の

成
長
を
誓
っ
た
。

　

入
学
式
を
終
え
た
新
入
生
の
島
村
広こ

う

輝き

さ
ん
（
経
営
）
は
「
不
安
の
中
に

も
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
仲
間
と
学
ん
で

い
く
と
い
う
楽
し
み
な
気
持
ち
も
あ
り

ま
す
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
を
控
え
る
社
会
情
勢
の
中
で
経

済
を
学
べ
る
の
は
貴
重
な
経
験
。
自
主

的
に
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　人工知能（ＡＩ）の活用により、現代社
会が抱えるさまざまな課題の解決や新たな
価値の創造が可能である、とも言われてい
ます。一方で、人間が持つ感情や思考、
「知」の獲得を渇望する行為は、かけがえ
のないものです。
　皆さんは大学での学びを通じ、先人が築
き上げ、蓄積してきた知識や学術成果を享
受し、「知」がどのように構築されてきた
のかという「知の歴史」「知の道程」に触
れることにより、新たな「知」を模索し、
紡ぎ出していくことが可能になります。
　「知」の探究には、これまで正しいとさ
れてきた「知の在り方」を素朴に疑い、問
いかける姿勢が必要です。日々の何気ない
疑問を意識し、思考し、「問い直す力」を
培い、新たな「知」の創造に、ぜひ挑んで
みてください。

本学長の告辞 旨旨辞要旨長の告告辞要旨要旨要旨学長長の本学針本針 要旨学長長

「新たな『知』の創造を」

新入生代表宣誓要旨

竹内さん「自己見つめ直す」
冨田さん「失敗恐れず挑戦」
●文学部・篭原旦

だん

さん（日文）
「自分自身の知識を深めるだけではなく、
その知識を外部に発信して、多くの人々に
日本文学の魅力を伝えていけるように学ん
でいきたいです」
●経済学部・竹内春佳さん（経ネ）
「一つの分野にとらわれず多様な角度から
物事を深く考えるとともに、多くの方と交
流し、さまざまな人の価値観を知り自己を
見つめ直す４年間にします」
●法学部・野田真太郎さん
「決まり事の中だけで生きる人間を目指す
のではなく、ルールを活用できる人間性を
養いたいです。平成から新たな時代にふさ
わしい豊かな４年間にします」
●神道文化学部・冨田依

い

吹
ぶき

さん
「何事にも失敗を恐れずに挑戦し、勉学、
サークル活動の一瞬一瞬を大切に取り組
み、周りの人を大切にし、そのことに感謝
できるよう日々、精進します」
●人間開発学部・臼倉魁

かい

飛
と

さん（健体）
「スポーツの基礎知識や身体の筋肉構造、
スポーツマネジメントなど幅広い分野で学
び、スポーツ界全体のけがを減らすという
目標に向かって努めたいと思っています」

宣
誓
す
る
竹
内
春
佳
さ
ん（
右
）と

冨
田
依
吹
さ
ん

宣
誓
す
る
篭
原
旦
さ
ん
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